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[研 究報告要 旨]

本研 究では、超 高層分譲集合 が、一般世帯向 けの居住形式 として認識 され るこ

とに大 きな役割 を果 た した、N(1988年 、576戸 )に 対 して、同 自治会結成 25周 年

を 目指 した活動 の中での全面的協力 を得 なが ら、悉皆調査的 に、その コ ミュニテ

ィ形成や管理運営状況 の経緯 を把握 した。

本研究の主 た る対象 は、Nお よびその周辺地域 で、居住 プ ロセスにかかわ るデ

ー タを収集・分析 し、長期経過 した超 高層分譲集合住宅 にお ける、建物 。敷地内外

の コ ミュニテ ィ形成 のプ ロセス、及び、管理・運営プ ロセ スの特徴 を抽 出 した。

さらに、東京 に立地す る超高層分譲集合住宅 に関す る悉皆的調査 を経て、い く

つかの他 の超高層集合住宅 の管理組合 。自治会 に ヒア リングを行 い、Nの もつ、

普遍性 と特殊性 を浮かび上が らせ た。

そ して、その結果 を、Nな らびに、今後 の長期経過超高層分譲集合住宅 コ ミュ

ニテ ィ運営 に反映 させ るための指針構築 を試 みた。

結果 として、重要 な指針 のい くつかを、以下の様 にま とめるこ とができた。

。エ ン トランスホール 、エ ン トランスまわ りの コ ミュニテ ィスペース確保。

・ コンシェル ジェの よ うな コ ミュニテ ィ形成上重要なキーパー ソンの配置。

・外国人居住、賃借人 、近隣 コ ミュニテ ィとの交流 を図 る機会。

。「防災」「緊急時対応」等 の住民共通 の課題解決 を通 した コミュニテ ィ形成。

・ 高齢者 の居場所生成 のための、居住者活動記録等 の 「記憶」 の蓄積。

・ 管理組合系組織 と、町会 。自治会系組織 の役員 の実質同一化。

・似 た よ うな経験 を持つ超高層集合住宅の居住者通 しのネ ッ トワー クの構築。


